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河川に沈着した放射性セシウムの移行挙動を河川水懸濁物との相互作用の観点から評価し、実環境でのセシ

ウムの移行挙動を解明することを目的として、阿武隈川等の河川水懸濁物を採取し、137Cs トレーサーを用

いたバッチ式の吸着および脱離実験を行い、セシウムの懸濁物に対する吸着・脱離率の算出や吸着・脱離機

構の考察を行った。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故により環境中に放出された放射性セシウムのうち、河川に沈着したものは河川水

中の懸濁物（主として粘土鉱物で構成される）に吸着され[1]、河川の流れとともに移行し、最終的に海洋

へ流出すると推測されている[2]。事実 9.2 TBq もの放射性セシウムの河川から海洋への流出[2]も確認され

ており、河川水中でのセシウムの移行挙動に関して評価を行うことは河川に沈着した放射性セシウムによる

河川-海洋汚染の分布を検討する上で重要な知見になると考えられる。 

2. 実験 

河川水中の懸濁物と Cs(I)の吸着・脱離挙動を調べるために 137Cs トレーサーを使用したバッチ式の吸着・

脱離実験を行った。吸着実験においては、福島県内の河川（阿武隈川、夏井川）から採取した河川水懸濁物

（以下 SS 試料）と調製した模擬河川水 30 ml（[Cs]T = 173 ppt ~ 1 ppm）を使用し、脱離実験に関して

は、吸着実験で作成した Cs 吸着済み SS 試料（[Cs] ≒ 970 ng / g(SS) 程度）と各種脱離溶液（NaCl, 

NH4Cl,実海水,超純水等）を使用し、それぞれ放射能測定から Cs 吸着率および脱離率を算出した。また、

Cs 吸着時の固液比を変化させた Cs の脱離実験や、単一の粘土鉱物を用いた XRD 測定による Cs 吸着・脱

離時の構造変化などからも Cs の吸着・脱離挙動を検討した。 

3. 結果・考察 

実験結果から、固液比 0.17 g/L（5 mg -30 ml）での分配係数と溶存 Cs 濃度の関係を求めると、SS 試料に

存在する Cs 吸着サイトは強い吸着サイトから弱い吸着サイトが連続的に分布していることがわかった。ま

た脱離実験において NaCl 1M 溶液を用いると、Cs の脱離率が 80 %程度と最も高かったが、実海水での脱

離率は 30 %程度と低かった。さらに、NH4Cl 1M 溶液や CsCl 1M 溶液による脱離率はそれぞれ 20 %程度

と 15 %程度であり、Cs の脱離反応は単純なイオン交換反応ではないことが示唆された。一方、超純水では

ほとんど脱離しなかった。XRD 測定の結果からは、脱離実験前後で低角側における粘土鉱物の構造変化が

確認され、Cs の脱離は構造変化に強く影響されることも示唆された。 
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